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すると考えられる。この傾向は粗い格子や、細かな格

子でも相対的に境界層の厚さが薄く、温度勾配が相対

的に大きくなる先端付近で観察できる。一方、断熱壁

では、物体近傍の温度勾配が小さいため、IP での温度

が相対的に精度良く計算できることになり振動が発生

し難いと考えられる。 
 

 
a) 全体 

  
b) 先端付近 c) 中央付近 

図 25 IP での圧力分布 
 
 物体適合格子では、ここで言う IP がそもそも計算格

子として設定され、更に言うと表面に沿った方向のス

テンシルを使った計算も行うので、表面に沿う方向の

情報を直接やりとりすることができ、滑らかな分布を

維持することが容易と考えられる。ここで用いている

手法は、表面分布の計算の基礎となる物体最近傍セル

と物体との距離が場所によって異なる点、さらに、そ

れらのセルが物体表面に沿った方向のステンシルを持

たず、隣接との直接的な情報のやり取りができない点

で、特に、壁から鉛直方向に物理量の強い勾配がある

場合、表面分布に振動が発生しやすいと考えられる。

振動を抑制する一つの方法としては、IP での物理量計

算の精度向上が考えられる。高次微分の利用による高

精度化の効果など、引き続き検討したいと考えている。 
 
5. おわりに 

複雑形状への大規模計算格子の自動生成の実現を目

指して、階層型等間隔直交格子法と埋め込み境界法を

組み合わせた手法の研究開発を行っている。昨年度に

引き続き直交格子CFDワークショップの一環として、

基礎的な流れ場を対象に感度解析を実施した。その過

程で形状の再現性も含めて格子収束性を確認すること

ができ、本手法の適合性が確認できたと考えられる。 
格子解像度が十分ではない解析では、直交格子と埋

め込み境界法に特有と思われる表面分布にスパイク状

の振動が、特に、摩擦係数、熱流束などの分布に見ら

れるが、格子解像度の向上に伴い、スパイク状の振動

は減少し、相対的に滑らかな分布が得られる。これは

物理量の勾配が大きなところで、線形外挿を使ってIP
の値を求めていることが原因と推察される。粗い格子

では線形外挿の誤差が大きくなり結果的に振動が発生

する。格子を細かくすると、物理量の勾配に対して線

形外挿での計算誤差が相対的に小さくなり、その結果

振動の少ない分布が得られると考えられる。 
本手法の更なる有用性の向上に向けて、引き続き

様々な検証や手法の改良を行いたい。 
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